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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 
A－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、骨格筋が種々の代謝産物や myokine 等の分泌因子あるいは神経経路を通じて脂肪組織・

骨・肝臓・脳・膵臓などとネットワークを形成して生体恒常性を維持しており、加齢によるこの骨格筋

を中心とする臓器間ネットワーク機構の破綻が生活習慣病や加齢関連疾患発症の要因となっていると

いう metabolocomotive syndrome の概念を提起し、その病態の解明と治療法の開発を目的としている。 

研究代表者らはこれまで、骨格筋特異的な Akt ノックアウトマウスを作成し、その表現型の解析を

行っている。研究成果としてミトコンドリアの異常、マイトファジーの異常等を含む幾つかの病態を同

定しており、研究は着実に進行している。その成果は海外にも発表しており、公表・普及についても評

価できる。今後 myokine の同定などを通じて表現型のみならず病態メカニズムに迫る知見の集積が予

想され、新たな創薬ターゲットの同定につながることが期待できる。 

 


